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1  はじめに 
学習者ひとりひとりに適した教示を実現することは，教育の目指すゴールの 1つである．こ
のような学習者への対応を考えたとき，学習内容に関する学習者の理解の度合いを測定し，そ
































































2  「学びのスタイル」アンケートとこれを用いた学習者の状況把握 
2.1  「学びのスタイル」アンケート 
「学びのスタイル」アンケートは，選択式の 5段階評価 (1 そう思わない～5 そう思う) の回
答を基本として構成した 23問からなるアンケートである[3]．Q17～Q23の 7問については，島
根式数学の情意検査[8]の質問項目も参考に開発した．アンケートは，情報教育向けと数学向け
の 2種類を準備している．表 1 に，「学びのスタイル」アンケートの質問例を示す． 














  ～ 
Q17 PCの操作には自信がある 
Q18 説明を待たずに，自分で色々と操作してみる 
Q19 IT基礎や IT応用のような PC実習の時間は，いつも緊張する 
















































表 3に示す．表 3より，次のような 3因子が得られ，それぞれの因子を次のように解釈するこ
ととした． 
第 1因子：自分で操作に挑戦する度合-「どんどん」 
第 2因子：不安を感じてサポートしてほしい度合 - 「どきどき」 









特に AQ7「配布資料等は，分量・内容が適切だった」に至っては，43名中 36名が「3 ちょう
ど良い」を選択しており，授業の見直しの手がかりという意味ではもう少し知見を得たいとい
う状況であることが明らかになった． 













Q22 0.80 0.20 0.15 PCの操作は，色々な方法があり面白い 
Q11 0.68 -0.29 -0.11
細かい説明はなくても自分でできるので，大まかな作業の流れがわ
かれば十分 
Q20 0.64 0.36 0.08 PCについて勉強し，PCの技術を身につけたい 
Q10 0.63 -0.03 0.14 難しいときには、図を描くなど、まずは手を動かしてみる 
Q18 0.56 -0.08 -0.5 説明を待たずに、自分で色々と操作してみる
Q21 -0.12 0.85 -0.14 PC操作を間違わないか，いつも心配だ
Q9 0.11 0.73 -0.15 教員の操作と同じ結果にならないと心配になる
Q16 -0.04 0.58 0.03 PCの操作では，知らないボタンを押さないよう注意している 
Q23 -0.25 0.56 -0.28 PCは思ったように動かないことが多い
Q5 0.19 0.54 0.25 
画面に表示されるボタンやメニューについて，省略せずに説明して
ほしい 
Q6 0.29 0.48 0.26 操作手順をしっかり追えるよう，操作する時間が多めにほしい 
Q3 -0.11 -0.09 0.81 じっくり説明を聞いて、その通りに操作したい 
Q2 -0.09 -0.01 0.68 はじめに，ソフトの機能や画面の説明をしてほしい 
Q1 -0.02 0.02 0.61 
実際の画面や図を使って、操作手順がわかるように授業を進めてほ
しい 
Q4 0.04 -0.16 0.44 先に内容の要点をまとめた概要を知りたい 
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表 4. 2015年の授業感想フィードバック 
質問 平均 分散 標準偏差 
AQ9 3.093023 1.943522 1.394102 
AQ5 3.813953 1.393134 1.180311 
AQ8 3.976744 1.356589 1.164727 
AQ4 2.604651 0.673311 0.820555 
AQ6 2.837209 0.568106 0.753728 
AQ7 3.186047 0.488372 0.698836 







































































































































表 6. 更新版授業感想フィードバックの回答状況 
質問 平均 分散 標準偏差 
AQn11 3.638298 1.192414 1.091977 
AQn12 3.936170 1.017576 1.008750 
AQn4 2.829787 0.839963 0.916495 
AQn7 3.829787 0.839963 0.916495 
AQn14 3.723404 0.813136 0.901741 
AQn13 3.468085 0.776133 0.880984 
AQn8 2.638298 0.714154 0.845076 
AQn10 3.404255 0.680851 0.825137 
AQn3 2.553191 0.643848 0.802402 
AQn2 2.978723 0.586494 0.765829 
AQn5 3.042553 0.519889 0.721033 
AQn1 2.872340 0.244218 0.494184 
AQn6 3.085106 0.209991 0.458247 














えたアレンジをしたりできた (1.そう思わない ～ 5.そう思う)














る機能）がたくさん使われていたと思う (1.そう思わない ～ 5.そう思う) 
図 2. 更新版授業感想フィードバック AQn7における学習者のレスポンス分布 
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第 2因子：不安を感じてサポートしてほしい度合 - 「どきどき」 














組み合わせたものを，表 7，学習者のグループ分布状況と AQn7 における回答状況との比較に
示す．表 7の第 1因子が平均を上回る学習者 18名中，4以上を回答した学習者が 13名，3以下
と回答した学習者が 5名であった．一方，第 1因子が平均を下回る学習者 29名中，4以上を回





第三因子 きっちり きっちり きっちり きっちり
G8 G7 G6 G5 G4 G3 G2 G1
人数 2 4 3 9 14 4 4 7
5 0 1 2 4 5 0 0 0
4 2 1 1 2 6 2 1 3
3 0 2 0 3 2 2 3 3














































[1] 青木久美子, “学習スタイルの概念と理論-欧米の研究から学ぶ,” メディア教育研究, 第2巻,
1号, pp. 197-212, 2005.
[2] ゲイル ブラウニング 著, 大野晶子 訳, “エマジェネティックス,” ヴィレッジブックス, 2008.
[3]篠田有史, 鳩貝耕一, 岳五一, 松本茂樹, 高橋正, 河口紅, 吉田賢史, “大学における情報基礎教育
の教示方法に関するアンケートから検討する「学びのスタイル」,” CIEC会誌コンピュータ &
エデュケーション, Vol. 40, pp. 67-72, 2016.
[4]篠田有史, 松本茂樹, 岳五一, 高橋正, 鳩貝耕一, 河口紅, 吉田賢史, “数学の模擬授業における主
観評価と客観評価の組み合わせによる内容理解の検討,” 甲南大学情報教育研究センター紀
要, 第13号, pp. 79-93, 2015.
[5]緒方広明, 殷成久, 大井京, 大久保文哉, 島田敬士, 小島健太郎, 山田政寛, “デジタル教材の閲覧
ログを利用したアクティブ・ラーナーの学習行動の分析,” 九州大学基幹教育院 基幹教育紀要
Vol. 2, pp. 48-60, 2016. 
[6]吉田賢史, 篠田有史, 大脇巧己, 松本茂樹, “わかり方と伝え方の個性と学習方略,” Proc. of 2017
PCカンファレンス, pp. 163-166, 2017.
[7]篠田有史，鳩貝耕一，松本茂樹，高橋正，岳五一，河口紅，吉田賢史, “情報基礎教育におけ
る学習者の教材選択と「学びのスタイル」,” Proc. of 2016 PCカンファレンス，pp. 203-204,
2016.
[8] 伊藤俊彦, 岡本信之, 柳楽茂彦, “島根式算数・数学の学習意欲検査 (Shimane-AMTM) の開発
(I),” 島根大学教育学部紀要 教育科学編, 第20巻, pp. 65-83, 1986.
[9] 豊田秀樹, “共分散構造分析 R編―構造方程式モデリング,” pp. 14-19, 東京図書, 2014.
[10] 篠田有史, “「学びのスタイル」アンケートの取り組みから見るアンケートシステムの考察
と提案,” 甲南大学教育学習支援センター紀要, 第1号, pp. 47-55, 2016.
- 76 -
